
大阪・関西万博の「RITE 未来の森」にて三
菱重工業（株）とパイロットスケールのDAC
（大気からの直接回収）を実証するための
準備を進めています。
そこでは回収したCO₂の利活用に関する
実証試験も行う予定です。

固体吸収材は細孔内にアミン（右図黄色着
色部）がファンデルワールス力で固定化され
ているため、揮発が大幅に抑制されます。
また、化学吸収液と同様にアミンとCO2の
化学反応を利用するため、化学吸収液を用
いた手法と同等に選択的なCO2の補足が可
能です。
RITEでは60℃程度の低温蒸気で再生可能
なアミンを開発しています。

少ない温度変化でCO2の吸脱着を行う
ことができるアミンを開発しました。
2025年に（株）JERAの協力のもと、千代田
化工建設（株）のベンチ試験装置を用いて、
同社の敷地内で燃焼ボイラー排ガスから
のCO2分離回収試験を実施予定です。

20℃昇温させるだけで
70%以上再生可能


